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本解説書は、AS/400上のスプールファイルをサンプルとして PCに取り込む手順について
述べています。 
PCに取り込むファイルは、サンプルスプールファイル或いはマップファイルと呼ばれてい
ます。サンプルスプールファイルは、フィールドマッパー或いは Distribution Wizard で
「データ条件設定」をする際に必要となります。 
 
サンプルスプールファイルは、ウィルスプール・ユーティリティーによって作成されます。

サンプルスプールファイルの作成は、ウィルスプール・ユーティリティーの機能の一部を

使用するものであり、本解説書はその部分に特化して解説しています。 
ウィルスプール・ユーティリティーの全機能を調べるためには、「ウィルスプール操作ガイ

ド」を参照してください。 
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サンプル・スプール・ファイル（拡張子＝ｍａｐ）の作成方法（ＷＩＬＳＰＯＯＬ） 

 
AS/400の端末セッションで、QSECOFR でサインオンします。 
GO W で 「WILCOMM スプールファイル配布管理システム」を表示します。 
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１１．「ウィルスプール・ユーティリティ」を選択します。 
 
 

 4 



 
対象のスプールファイルを絞り込むために必要なパラメータを指定します。 
ここでは、QSECOFR で作成した OUTQ:QPRINTを表示するために、次のように指定し
ます。 
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パラメータを指定して、実行キーを押します。 
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スプールファイルの一覧が表示されます。 
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対象のスプールファイルに、M (マップファイル)を打鍵して、実行キーを押します。 
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サンプル・スプール・ファイルをダウンロードするための画面が表示されます。 
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フォーム名には、PC Server にサンプル・スプール・ファイルをダウンロードする際のフ
ァイル名を指定します。 
PC Server に作成した或いは作成しようと考えられているフォーム名と同じにされると管
理上わかりやすいと思います。 
ここではスプール・ファイル名と同じにして実行してみます。 
サンプルページ数はそのままにします。 
実行キーを押します。 
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処理が終了すると、スプールの一覧表示画面に戻ります。 
AS/400側での処理はこれで終了です。 
Ｑｐｄｓｐｌｏｇ．ｍａｐ というサンプル・スプール・ファイルが共用フォルダに作成

されています。 
次に PC Server に移動します。 
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PC Server で AS/400のネットワークドライブ(／ＱＤＬＳ／ＳＩ／)を開いてください。 
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ネットワークドライブ内の Ｆｏｒｍｍａｐｓ というフォルダに Ｑｐｄｓｐｌｏｇ．ｍａ
ｐが作成されています。 
このファイルを PC Server の Wilcomm がインストールされている Sample Spool Files
というフォルダに移動します。以下のパスはWilcomm が Cドライブの Program Filesフ
ォルダにインストールされている場合のパス・サンプルです。 
C:¥Program Files¥Wilkinson¥WilComm Universal¥F3Forms¥Sample Spool Files 
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Ｑｐｄｓｐｌｏｇ．ｍａｐをメモ帳等のテキスト・エディタで開くとスプールファイルが

テキスト変換されているのが確認できます。 
サンプル・スプール・ファイルは作成されました。 
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